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1. はじめに 
国土交通省による i-Construction の推進を受けて，土

木分野では 3 次元データの活用機会が増大している．3

次元データのひとつである点群データは，近年，航空レ

ーザプロファイラ（航空 LP）や移動体計測車両（MM

S）等を用いて，様々な場所で計測・蓄積されている．

点群データは，位置座標等を保持した膨大な点の集合

体であり，都市空間をコンピュータ上で精緻に再現で

きるものの，データサイズが大きく，解析に直接用いる

には扱いにくいという課題がある． 

そこで，本研究ではボクセルモデル 1)に着目した．土

木分野において，ボクセルモデルは，流体解析 2)や工事

の施工 3)等に活用されており，点群データに比べて軽量

かつ解析に用いやすいという特徴がある．これらの事

例では図面やCADデータを元に対象物がボクセル化さ

れており，点群データを元にボクセルモデルを作成し

た事例は見られない． 

以上より，本研究の目的は，点群データを元にしたボ

クセルモデルによる，解析処理に適したスパースな都

市空間モデルの構築とした．これにより，景観や測量な

どの幅広い用途に応じた様々な粒度のボクセルモデル

を構築できる．  

2. ボクセルモデルの作成手法 
本研究では，上空から計測した点群データ（航空 LP

や UAV レーザ等）と地上から計測した点群データ（地

上設置型レーザスキャナや MMS 等）の 2 種類を対象と

した．本稿では，上空から計測した点群データを元に作

成したボクセルモデルを「上空型ボクセルモデル」，地

上から計測した点群データを元に作成したボクセルモ

デルを「地上型ボクセルモデル」と呼ぶ． 

「上空型ボクセルモデル」および「地上型ボクセルモ

デル」の作成のフローを図-1 に示す．ボクセルモデル

は 3DCG ソフトウェアである Houdini4)で作成する．ま

ず，上空から計測した点群データの場合は地表面のデ

ータとその他のデータに，地上から計測した点群デー

タの場合は道路面のデータとその他のデータに分割す

る．次に，地表面と道路面のデータを隙間のないメッシ

ュに変換する．地表面のデータでは，メッシュを元に点

群データを擬似生成した後，ボクセルモデルを作成す

る．そして，その他の地物の点群データでは，間引き処

理した点群データから地物別にボクセルモデルを作成

する．軽量化の観点から，ボクセルの辺長は地物を認識

できる最大のサイズに設定する．最後に，それぞれのボ

クセルモデルを重畳する．以上の考案手法のプロセス

を経て，欠損のない都市空間モデルを構築する． 

3. ボクセルモデルの可視化結果 
神奈川県川崎市の新百合ヶ丘駅周辺を対象に，前章

で考案した手法を用いてボクセルモデルを作成した．

元の点群データとボクセルモデルの可視化結果を表-1

に示す．上空から計測した点群データおよび地上から 

図-1 ボクセルモデルの作成のフロー 
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計測した点群データのいずれもボクセルモデルの表現

に成功した．「上空型ボクセルモデル」では，メッシュ

作成後にボクセルを作成することで，欠損のない地表

面を表現できた（図-2参照）．「地上型ボクセルモデル」

では，道路面をメッシュに変換し，その他のデータは，

法面は一辺 0.50m，標識は一辺 0.05m とするなど，各地

物を適切な辺長のボクセルに変換すると，地物の視認

性を確保できることが確認された（図-3参照）． 

4. おわりに 

本稿では，点群データを加工して都市空間のボクセ

ルモデルを作成する手法を考案した．点群データを地

物別に分割し，メッシュ変換やボクセルのサイズ変更

をすることで，精緻な都市空間の形状を表現できた． 

今後は，点群データとボクセルモデルとを比較して

データサイズの削減効果を検証するとともに，都市空

間を表現したボクセルモデルの活用手法を開発する．  

具体的には，3D 都市モデルのオープンデータである P

LATEAU5)の建築物データと本手法で作成したボクセル

モデルとを重畳することで，相互に情報を補完し合い，

新たなユースケースを導出できないか検討する． 
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表-1 ボクセルモデルの可視化結果 

図-2 上空型ボクセルモデルの地表面の比較 図-3 地上型ボクセルモデルの地物別の可視化結果 
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計測機器：Galaxy-PRIME 

Enhanced (Optech 社製) 

計測密度：10 点/m2 

計測機器：MMS-X500ZL  

(三菱電機社製) 

計測密度：3,000 点/m2 

(計測距離 5m 地点) 
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